
第４章 多摩ニュータウンが目指す将来像 

１ 多摩ニュータウン再生の理念 

これまで多摩ニュータウンのまちづくりで蓄積してきた「強み」を生かし、

課題解決を的確に進めていくためには、再生に係る関係者が理念を共有し、取

組を効果的に進めていく必要がある。 

そこで「豊かな暮らし」と「地域の活力」の側面から、次の２つの理念を掲

げ、相互の良好な循環の下で、再生を推進していく。 

 多摩ニュータウン再生の理念 

地域の 

活力 

豊かな 

暮らし 

ライフスタイルの多様化に柔軟に対応

し、豊かな緑の中で安心して住み働く

ことができる持続可能なまち

 2040 年代に想定される社会変化や多摩ニュータウンの現状を踏まえた再生

の課題に対応し、地元市、事業者、住民などと連携した取組を進めるために、

多摩ニュータウン再生の理念を明らかにする。 

多様なイノベーション*を創出し、世界

に通じる新たな価値を生み続ける活力

にみちたまち
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多摩ニュータウン再生の理念を分かりやすく示すため、2040 年代における活

動の姿（ライフスタイル）の一端を明らかにする。 

多摩ニュータウンの特性や 2040 年代に想定される社会変化への対応などを

踏まえ、ゆとりと経済活力とが両立し成熟した多摩ニュータウンでの生活像を

次のとおり示す。 

 

 

多摩ニュータウンにおける 2040 年代の生活像について、アクティブシニア、

高齢者、子育て世代、外国人居住者を例に、イメージを示す。 

豊かな緑と良好な生活環境の下で、先端技術を活用したまちづくり

により高齢者や子育て世代を支えることで、多様なライフスタイル

やライフステージに応じて誰もが安心して住み・働き・憩う充実し

た生活を実現 

2040 年代の生活像 

２  2040 年代の生活像
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「国際金融関係の会社に勤めていました。これまで培ってきた知識・人脈を

活用して、今は団地内にあるコワーキングスペースで活動している若手の起業

を積極的にサポートしています。また、多摩ニュータウン近隣の里山を散歩し

たり、団地内の家庭菜園なども利用して、健康づくりを兼ねたゆとりある日々

を送っています。」 

朝 

昼 

夕 

（１）アクティブシニア（ 60代 女性）
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「都心の機械系の会社で 70 歳まで働いていました。朝はラジオ体操に参加し、

健康に生活しています。最近は足腰が少し弱ってきましたが、自動運転車があ

るのでどこにでも出掛けられます。夜、友人とコミュニティカフェで将棋をす

るのが楽しみです。」 

（２）高齢者（ 80代 男性）

朝 

昼 

夕 
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「小学生の娘と保育園の息子がいます。母が私を育てた時代には、駅から遠

い保育園に通わざるを得ませんでしたが、今では、駅前の送迎保育ステーショ

ンを使うことができてとても便利です。また、仕事はテレワーク*なども活用し

て通勤時間の節約を図っています。また、団地内に菜園やアトリエがあるなど、

様々な体験ができる環境の中で子育てしています。」 

朝 

昼 

夕 

（３）子育て世代（ 30代 男性）
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（４）外国人研究者 

「人工知能の研究をしています。ニューヨークの本社に所属していますが、1

年の半分くらいは多摩ニュータウンに来ています。多摩ニュータウン内の研究

所に勤務しながら、近くの戸建住宅地に職住近接で暮らしています。日中は、

緑豊かな歩行者専用道路をジョギングしています。また、ホームパーティので

きるゆったりとした敷地も気に入っています。」 

朝 

昼 

夕 
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（５）外国人留学生 

「アジアからの交換留学生です。人工知能について研究するため、東京に来

ました。多摩ニュータウンには大学がたくさんあり、世界トップクラスの教育・

研究環境も整っていてとても気に入っています。卒業後は、多摩ニュータウン

で就職して、ここで暮らしていきたいと思っています。」 

朝 

昼 

夕 
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３ 多摩ニュータウンが目指す都市構造 

2040 年代の多摩ニュータウンが目指すべき再生の理念や生活像を具現化し、

広域的視点を持って都市づくりを計画的に展開していくために、都市基盤やま

ちづくりのあり方を、「広域」、「地域」、「地区」の３段階の都市構造で示

す。 

（１）広域 

都市構造（広域）では、多摩ニュータウンを広域的に捉え、都市基盤やまち

づくりのあり方を示す。 

「都市づくりのグランドデザイン*」に示された都市づくりの戦略と具体的な

取組を踏まえ、都市構造（広域）を次のように設定する。 

多摩ニュータウンは、「多摩イノベーション交流ゾーン*」に位置付けられ、

広域的な道路・交通ネットワークにより、「国際ビジネス交流ゾーン*」のほか、

八王子、立川、町田、相模原とも密接な関わりを持ちながら活発な都市活動を

展開している。 

「多摩イノベーション交流ゾーン*」では、多摩部の企業、大学、研究機関や

ものづくり産業といった既存の集積を関連付けた拠点を形成し、整備が進む道

路・交通ネットワークで相互に連携することで、世界の優秀な人材が集まり新

たなビジネスチャンスを生み出している。 

広域的な道路・交通ネットワークを生かし、東京圏をリードする

エンジンとなる「交流・連携・挑戦」のゾーンを形成 

都市構造（広域） 
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（２）地域 

道路・交通ネットワークの充実により周辺市街地との交流・連携も強

め、地域全体のポテンシャルを高める職住近接のエリアを形成 

都市構造（地域） 

を集約した都市センター を配し、若葉台、永山、堀之内、南大沢の各駅前に、これ

*

具体的には、多摩センター駅に商業、業務、文化、アミューズメントの主要機能

*

より規模の小さい地区センター を配置し、唐木田、多摩境などを含め、各センター

都市構造（地域）では、多摩ニュータウン全体の都市基盤やまちづくりの考え方

間の緊密な連携により一体的な機能発揮が図られている。 

同時に、道路・交通ネットワークの充実とバス交通など地域交通網の強化により、

市域間及び周辺市街地との連携、交流が活発化し、都県境を結ぶ道路ネットワーク

の形成により、橋本・相模原とも活発な交流がなされている。 

を示す。 

 計画当初からの経緯や地元市*の都市計画マスタープランなどに示されたまちづ

くりの方針を踏まえ、都市構造（地域）を次のように設定する。 
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（３）地区 

都市構造(地区)では、鉄道駅などを中心とする圏域を対象に、2040 年代の都

市基盤とまちづくりの考え方を次のとおり示す。 

これまで近隣住区*の考え方に基づき、近隣センター*を中心として住区単位で

生活に必要な機能を配置してきたが、将来の人口減少や高齢化、ライフスタイ

ルの多様化などが進むことを踏まえると、交通利便性の高い駅などを中心に都

市機能の適正配置を進めるとともに、地区内の交通環境を再構築することが必

要である。また、地区内の施設は、社会経済状況の変化や地域のニーズに対応

し、将来的に変容し得るものであることに留意する必要がある。 

 都市構造（地区） 

 駅周辺や道路沿道などに生活を支える機能の集積を図り、その周りに

様々なタイプの住宅を配置し、多様な交通モード*による移動の円滑化

の基で、利便性の高い市街地を形成 

*様な交通モード でつなぐことにより、福祉、医療、子育て、教育などのサービ

スを享受できるまちが実現されている。 

また、1 つの住区において、日常生活に必要な機能をフルセットで持つので

はなく、地域の実情に応じて、複数の住区で必要な機能を補完し合う市街地が

形成されている。 

商業・医療・産業など生活を支える主な機能は、地区センター*や道路沿道な

どに立地し、近隣センター*は福祉やコミュニティ活動の拠点など地域のニーズ

に合った機能に再生されている。 

さらに、生活道路などを用いて、多摩ニュータウン内の駅や主要施設間を多

具体的には、子育て世代や高齢者も安心して地域で暮らせるよう、地区セン

ター*や近隣センター*、更には道路沿道に、商業・業務施設や医療・福祉・子育

て施設など生活を支える機能を再配置することにより、多摩ニュータウン独自

の住み働きやすい集約型の地域構造*が形成されている。 
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（３）地区 

都市構造(地区)では、鉄道駅などを中心とする圏域を対象に、2040 年代の都

市基盤とまちづくりの考え方を次のとおり示す。 

これまで近隣住区*の考え方に基づき、近隣センター*を中心として住区単位で

生活に必要な機能を配置してきたが、将来の人口減少や高齢化、ライフスタイ

ルの多様化などが進むことを踏まえると、交通利便性の高い駅などを中心に都

市機能の適正配置を進めるとともに、地区内の交通環境を再構築することが必

要である。また、地区内の施設は、社会経済状況の変化や地域のニーズに対応

し、将来的に変容し得るものであることに留意する必要がある。 

 都市構造（地区） 

 駅周辺や道路沿道などに生活を支える機能の集積を図り、その周りに

様々なタイプの住宅を配置し、多様な交通モード*による移動の円滑化

の基で、利便性の高い市街地を形成 

*様な交通モード でつなぐことにより、福祉、医療、子育て、教育などのサービ

スを享受できるまちが実現されている。 

また、1 つの住区において、日常生活に必要な機能をフルセットで持つので

はなく、地域の実情に応じて、複数の住区で必要な機能を補完し合う市街地が

形成されている。 

商業・医療・産業など生活を支える主な機能は、地区センター*や道路沿道な

どに立地し、近隣センター*は福祉やコミュニティ活動の拠点など地域のニーズ

に合った機能に再生されている。 

さらに、生活道路などを用いて、多摩ニュータウン内の駅や主要施設間を多

具体的には、子育て世代や高齢者も安心して地域で暮らせるよう、地区セン

ター*や近隣センター*、更には道路沿道に、商業・業務施設や医療・福祉・子育

て施設など生活を支える機能を再配置することにより、多摩ニュータウン独自

の住み働きやすい集約型の地域構造*が形成されている。 

図表４－３ 都市構造(地区)のイメージ 

 

多摩ニュータウン開発当初のイメージ（近隣住区） 

2040 年代のイメージ（集約型の地域構造） ※駅を中心に再配置した場合の例 

都市機能の再配置 
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４ 目指すべき都市像・地域像 

（１）多摩ニュータウンの都市像 

「再生の理念」や「生活像」「都市構造」を実現するため、多摩ニュータウンが

「都市づくりのグランドデザイン*」で示された「多摩イノベーション交流ゾーン*」

の中でどのような役割を果たし、どのようなイメージの市街地となっていくべきか、

広域的な視点を踏まえた目指すべき 2040 年代の将来像を都市像として示す。 

（２）エリア別の地域像 

緑豊かで高質な住環境のストックや大学の集積、周辺地域と交流・

連携しやすい立地などを生かし、新たな価値を生む拠点として多様

なイノベーション*を創出するとともに豊かな暮らしを支える機能が

集約された持続可能な都市 

目指すべき都市像 

多摩ニュータウンは、エリアごとに、入居開始時期や土地利用の特性などに

違いがあり、各エリアのインフラ整備の進展による影響も考慮することが大切

である。 

そこで、こうした多摩ニュータウンのエリア特性を踏まえ、地域を６つに区

分して目指すべき地域像を示し、その特性に対応した取組を進めていくことと

する。 
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